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第4回親子森林教室:森しり隊植樹祭の報告
●10月3日(日)野幌森林公園●北海道有林169林班/57小班

▲工藤空知森林室長ご挨拶

＝植樹風景＝
家族ごとに8種類の苗(なえ)を植樹(しょくじゅ)しました。みなさんがんばりましたね！！！
それでは 完成までに行ったいろいろな作業(さぎょう)を振り返ってみましょう！

▲まず苗を植樹する場所を決めました⇨⇨ ▲いろいろな木の苗を植えて⇨⇨

▲植え終わって水をやりました⇨⇨

▲橿棒協会代表幹事挨拶　　

▲ハンドオーガーで穴を掘り⇨⇨

▲支柱(しちゅう)ポール打ち込みましたネ ▲最後に食害防止ネットを張りました！



次回の第5回親子森林教室は、紅葉した澄川の森を歩いて『秋の森の大運動会』を行います。
【競技種目（ミッション）は⇨⇨⇨】
①木の高さと太さを測(はか)ります　　　　　　 ②ノコギリで木をきります
③腐葉土（ふようど/土の中）を観察します　　　④マイリーフを作る秋の葉っぱをとります
⑤木の葉のビンゴを完成させます
【競技方法は⇨⇨⇨] 
高学年（４～６年生）と低学年（１～２年生）のクラスに分かれます。
高学年は４グループ（４～５人）に分かれ、スタートの小屋前広場から森の中をおよそ２km
歩く間に、①～⑤のミッションをやりとげてゴールの避難小屋(ひなんごや/澄川の森南側奥）を
めざします。最初に行うミッションはくじ引きで決まりますが、その後は地図を見ながらグ
ループの仲間同士で相談して自由に歩いてもらいます。
低学年は全員一緒になって１.５kmほどを歩きながら②から⑤のミッション（③は土の中の観
察）を順番にクリアしてゴールをめざします。
アトラクション（お楽しみ）として、マキわり、コクワ取りなどもありますよ！
この運動会は時間を競うものではなく、いかにしっかりとそれぞれの活動をやりとげてゴール　
にたどり着くかが大事なことになります。何かわくわくしますね。楽しみに参加してね。

＝持ち物＝
①４月に配付した採取袋セットと森を歩く間に拾った宝物を入れるレジ袋
②６月の第２回で使った、マイリーフ用の葉っぱを取って押し葉にする新聞紙の“たば”
③森歩きで迷ったり、予想していないことが起こった場合に森ボラ事務局と連絡が取れるように、保護者の
方は携帯電話を携帯してください。

④開催時間は9時30分集合（厳守）で、14時30分終了予定です。お弁当、飲み物、手袋、ヘルメットを忘れ
ずに！

＜追記＞キノコのホダ木を自宅で観察して収穫(しゅうかく)を楽しみたい方にお貸しします！
親子森林教室では6月にシイタケとナメコの植菌を行い、ホダ木を澄川の森で本伏せしていま

す。今年も希望者は自宅で預かって、観察して、収穫を楽しんでもらうためにホダ木をお貸しし
ます。希望者は10月17日の第5回親子森林教室の折に申し出てください。帰りにお渡しします。
今年植菌したものは来年には収穫できると思います。
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次回の親子森林教室(第5回目:10月17日)の案内

［それから それから森の役割(やくわり)の実験(じっけん)を見たり話を聞いたり、また森の観察もしましたね］

▲”緑のダム”の実験で森の役割の
一つを学びました。

◀︎酒井協会員による講話(こう
わ) 今回は「森の観察(かんさ
つ)」と「木の話」でした。


